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＜連絡事項＞

○第１回院内研修のお知らせ
日時：6月25日、26日　17時30分～18時30分
場所：メンタルケア病棟3階会議室
テーマ：「褥創対策について」グループワーク形式　講師：杉澤　八重子
○看護グループ内研修の案内
日時：6月22日（金）、28日（木）　17時30分～18時20分

テーマ：『入院時の看護～入院時の患者様との関わりとスタッフ間の情報共有について』
○各自作成した基準・手順書は山田ＪＧＭへメールに添付して提出して下さい。

＜患者様連絡事項＞

慶長　節子様…昨日排尿時痛あり尿検査のテステープにて白血球数500.潜血2＋の反応あり、主治医へ報告にて、合成抗菌剤が４日分処方となる。

中野　英男様…食止め中、栄養状態改善の為、主治医より点滴④としてプラスアミノ500mlが3日分処方となる。飲水時と茶寒天摂取時のむせ込みあるが、エンシュア･リキッドはむせ込みなく飲用する。発熱なく、痰鳴、痰がらみは見られない。

坂　貢様…ご飯だと食べにくいとの訴えあり、主治医へ報告にて全粥大盛りの副食は常食

へ食事変更となっています。

矢部　武様…治療方針として、高齢である為、アルコール治療プログラムはビデオ学習がメインとなって行きます。また、1期目の2週より、御家族勉強会も行なっていきます。

＜新入院患者様＞

大久保　敏彦様（42）男性　東Ａ　　

主病名：統合失調症（F200）

入院形態：医療保護入院

主治医：安ヶ平Ｄｒ

生活歴および現病歴（詳細）

五戸町にて同胞8名の第7子三男として出生。元来おとなしく、賢い性格であった。

地元小学校・中学校を経て、八戸光星学院へ進学。高校卒業後、八戸市内で一人暮らしとなり、土木業を行っていた（5～6年間）。職場では現場監督なども行っていたが、本人24歳（平成元年）頃突然仕事を辞めて実家に帰省。帰省後は仕事もせず、自宅に帰ってこない日が多く、お金が無くなると自宅に帰ってくる生活を送っていた。

平成元年頃より、幻聴・関係妄想などが出現し、自宅で無為・自閉的に過ごしていた。「頭の中に機械を埋め込まれ、その為に頭の中に電気や声が流れて、体から力を抜かれる」などという訴えがあり、「テレビを見ると電波が走る」と訴え、テレビを見ることができなかった。以後も上記症状が持続していたが、精神科受診には至らなかった。

平成5年4月2日家族が八戸市立市民病院精神科へ相談に行く。本人の受診を促すが本人の強い受診拒否があった。幻聴・不眠などの症状が増悪して、独語や怒りっぽさが目立ち、平成5年5月10日十和田市立中央病院受診。八戸市立市民病院精神科受診を促され、翌5月11日同院受診。以後、外来通院・服薬を継続し、幻聴などの症状は軽快していたが、意欲低下・発語のとぼしさが目立ち、身の回りの整理や身体保清を保つことができていなかった。

平成16年頃から、本を見て滅裂な内容を1日中メモすることがあった。平成18年10月頃から、服薬に対する強い拒否がみられ、服薬調整や家族からの強い促しがあり、辛うじて服薬を継続していた。

平成19年5月、本人が一人で山へ行き帰ってこない為、警察に捜索願を出したが、本人は何事もなかったように家に帰ってくることがあった。また、近隣住民宅にあるバイクに勝手に乗ったり、1日中車を見ていることもあった。通院・服薬は家族の協力により、辛うじて出来ていたが、身体保清や金銭管理などは出来ていなかった。家族より当院での入院治療・生活訓練施設への入所希望があり、八戸市立市民病院精神科より紹介されて、平成19年6月16日当院受診し医療保護入院となる。
保護者：大久保敏明様（兄）

経済背景：障害者基礎年金1級

退院後は生活訓練施設への入所を希望。

・業者洗濯・買物カード作成済み・入院時のボディチェック済み、煙草預かっています。

家族はヘビースモーカーの為、禁煙させたいとの事、持参分で終了の方向です。

＜入院後の経過＞

入院後はホールの椅子に座り過ごしている。オリエンテーション等も落ち着いて話しを聞いている。昼食全量摂取、服薬の拒否なし。喫煙に関する要求が多く聞かれている。その都度の説明には興奮なく了解されている。













